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中
央
区
長

 

や 

だ 

よ 

し 

ひ 

で

「区のおしらせ　中央」は毎月１日、11日、21日の月３回発行。次回５月１日号は町会・自治会配布です。

桜
が
咲
き
誇
っ
た
四
月
六
日

は
区
立
小
学
校
の
、
九
日
は
中

学
校
の
入
学
式
。
祝
福
の
た
め

今
年
は
泰
明
小
学
校
と
佃
中
学

校
の
式
典
に
出
席
し
ま
し
た
。

泰
明
小
の
新
入
生
は
五
十
九

名
。
行
儀
よ
い
姿
勢
、
輝
く
瞳

か
ら
は
こ
れ
か
ら
始
ま
る
学
校

生
活
へ
の
喜
び
と
希
望
が
あ
ふ

れ
て
お
り
、
校
長
先
生
が
「
あ

い
さ
つ
を
す
る
。
や
さ
し
い
子
、

我
慢
で
き
る
子
に
な
ろ
う
」
と

呼
び
掛
け
る
と
う
な
ず
き
な
が

ら
し
っ
か
り
受
け
止
め
て
い
ま

し
た
。
校
舎
全
体
が
ツ
タ
で
覆

わ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
門
な
ど
の
特

徴
が
あ
り
、
明
治
の
文
豪
島
崎

藤
村
や
北
村
透
谷
が
学
ん
だ
学

校
と
し
て
も
有
名
で
す
。

ま
た
、
佃
中
に
は
八
十
七
名

が
入
学
し
ま
し
た
。
新
入
生
代

表
は
「
新
し
い
友
達
を
増
や
し
、

中
学
校
生
活
を
充
実
さ
せ
た
い
」

と
意
欲
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

学
業
の
ほ
か
平
和
教
育
、
音
楽
、

ス
ポ
ー
ツ
に
も
熱
心
で
、
三
月

十
五
日
の
「
平
和
の
都ま

市ち

の
楽

し
い
集
い
」
で
は
合
唱
部
の
皆

さ
ん
が
ゲ
ス
ト
の
谷
村
新
司
さ

ん
と
一
緒
に
出
演
し
、
大
い
に

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

今
年
の
新
入
生
総
数
は
小
学

校
八
百
四
十
三
人
、
中
学
校
四

百
六
十
人
で
す
。
お
一
人
お
ひ

と
り
が
素
晴
ら
し
い
学
校
生
活

を
送
ら
れ
る
よ
う
心
か
ら
祈
念

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

主
な
内
容

高
齢
者
試
行
雇
用
奨
励
金
の
創
設
等
を
行
い
ま
す
…
…
…
…
…
…
２
頁

中
央
清
掃
工
場
に
お
け
る
放
射
能
等
測
定
結
果
に
つ
い
て
…
…
…
４
頁

　

区
で
は
、二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２
）

の
排
出
量
を
減
ら
す
た
め
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
や
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
機
器
の
普
及
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

太
陽
光
で
発
電
し
た
電
力
は
、

Ｃ
Ｏ
２

を
排
出
し
な
い
ク
リ
ー
ン

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
ま
た
、
高

効
率
給
湯
器
な
ど
の
電
気
や
ガ
ス

の
使
用
量
が
少
な
い
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
機
器
は
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
量
を
少

な
く
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
機
器
の
導
入
や
買
い

替
え
に
あ
た
っ
て
助
成
制
度
を
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

機
器
に
よ
っ
て
は
、
国
や
都
で

も
助
成
制
度
が
あ
り
、
区
の
制
度

と
併
せ
て
助
成
を
受
け
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
機
器
お
よ
び
助
成
額
等

　

助
成
対
象
機
器
お
よ
び
助
成
額

等
に
つ
い
て
は
別
表
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

対
象
者

　

区
民
、
区
内
中
小
企
業
者
な
ど

対
象
建
築
物

　

戸
建
住
宅
、
共
同
住
宅
、
事
業

所◎
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

中
央
エ
コ
ア
ク
ト
（
中
央

区
版
二
酸
化
炭
素
排
出
抑

制
シ
ス
テ
ム
）
認
証
取
得

者
に
対
す
る
優
遇

　

中
央
エ
コ
ア
ク
ト
は
、

事
業
活
動
や
日
常
生
活
に

お
け
る
環
境
活
動
に
よ
り
、

地
球
温
暖
化
の
原
因
で
あ

る
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
量
を
減

ら
し
て
い
く
仕
組
み
で
す
。

一
定
の
取
組
成
果
を
あ
げ

た
方
に
対
し
て
は
、
区
が

認
証
し
ま
す
。

　

認
証
を
受
け
た
家
庭
や

事
業
所
に
対
し
て
は
、
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
・
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
等
導
入

費
助
成
額
の
上
乗
せ
な
ど

／421

別表　助成対象機器および助成額等一覧

対象機器 機器の説明 対　象
建築物 対象者

　一般助成　 上乗せ助成（中央エコアクトの認
証を受けている場合）

助成単位 限度額 助成単位 限度額

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器

太陽光発電
システム

太陽の光を直接電気に変換する太陽電池を
使って発電するシステムです。クリーンで
永続的な太陽エネルギーを利用し、発電時
に二酸化炭素を排出しません。

住宅 居住者

出力1kW当たり
100,000円

350,000円 出力1kW当たり150,000円 420,000円

共同住宅
管理組合　
共同住宅所
有者　　　 1,000,000円

事業所 中小企業者 出力1kW当たり
150,000円 1,200,000円

ソーラー
システム

太陽の熱を給湯や温風暖房、床暖房に利用
するシステムです。集熱器が屋根の上にあ
り、お湯をためるタンクが地上などに設置
されています。
〈グリーン熱証書の発行に必要な機器〉の有
無により助成額が異なります。

戸建住宅 居住者

〈機器あり〉
集熱器面積1㎡当
たり 33,000円
〈機器なし〉
集熱器面積1㎡当
たり 16,500円

150,000円

〈機器あり〉
集熱器面積1㎡当
たり 50,000円
〈機器なし〉
集熱器面積1㎡当
たり 25,000円

180,000円

太陽熱
温水器

太陽の熱を給湯に利用する装置です。集熱
器とお湯をためるタンクが一体となった機
器を屋根の上に設置します。

集熱器面積1㎡当
たり 9,000円 30,000円 集熱器面積1㎡当たり 13,500円 36,000円

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
等

潜熱回収型
給湯器

（エコジョーズなど）

従来型のガス給湯器では捨てられていた熱
も回収して利用するため、省エネルギー効
果があります。

住宅 居住者 設置費用の20%

50,000円

設置費用の35%

60,000円

ガスエンジン
給湯器

（エコウィル）

ガスエンジンで発電し、そのとき出る熱を
利用して給湯や床暖房を行うため、高い省
エネルギー効果があります。

150,000円 180,000円

燃料電池
給湯器

（エネファーム）

燃料電池で発電し、そのとき出る熱を利用
して給湯や床暖房を行うため、省エネルギ
ー効果があります。

650,000円 780,000円

ヒートポンプ
給湯器

（エコキュート）
空気の熱を利用してお湯を沸かすため、高
い省エネルギー効果があります。 100,000円 120,000円

高反射率塗料など
（屋上用高反射率
塗料、窓用日射調
整フィルム、窓用
コーティング材）

屋上・屋根に塗布することにより、建築物
への蓄熱を抑制する塗料や、窓などに塗布・
貼付することにより、断熱効果を高める日
射調整フィルムおよびコーティング材で
す。

住宅 居住者

工事費用の20%

100,000円 工事費用の35% 120,000円

共同住宅
管理組合
共同住宅所
有者

700,000円

事業用
省エネルギー機器

省エネルギー効果の高い熱源機器、空調機
器、給湯機器、照明機器、高反射率塗料な
どが対象になります。

事業所 中小企業者 設置費用の20% 200,000円 設置費用の50% 1,000,000円

の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

※
問
合
せ
先

　

環
境
政
策
課
温
暖
化
対
策
推
進

係 

☎（
３
５
４
６
）５
４
０
６

▲ 月島区民センター屋上の太陽光発電システム

太陽光発電システム・
省エネルギー機器等の導入費
　　　　 に対する助成制度のご案内
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中
央
区
商
工
観
光
団
体

合
同
事
務
局
移
転
の
お
知
ら
せ

東
京
都

シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
ご
案
内

高
齢
者
試
行
雇
用
奨
励
金
の

創
設
等
を
行
い
ま
す

〜
高
齢
者
雇
用
促
進
奨
励
金
の
ご
案
内
〜

　

中
央
区
商
店
街
連
合
会
、
中
央

区
工
業
団
体
連
合
会
、
中
央
区
観

光
協
会
の
事
務
局
が
、
五
月
一
日

（
火
）に
移
転
し
ま
す
。

移
転
先

　

中
央
区
銀
座
１
―
25
―
３
京
橋

プ
ラ
ザ
分
庁
舎
３
階

電　

話

　

中
央
区
商
店
街
連
合
会

 

☎（
６
２
２
８
）７
９
０
５

　

中
央
区
工
業
団
体
連
合
会

 

☎（
６
２
２
８
）７
９
０
６

　

中
央
区
観
光
協
会

 

☎（
６
２
２
８
）７
９
０
７

フ
ァ
ク
ス

 

℻  （
６
２
２
８
）７
９
０
８

※
問
合
せ
先

　

中
央
区
商
工
観
光
団
体
合
同
事

務
局 

☎（
３
５
４
６
）５
６
４
０

 

（
４
月
27
日（
金
）ま
で
）

　

七
十
歳
以
上
の
都
民
の
方
は
、

都
バ
ス
、
都
営
地
下
鉄
、
都
電
、

都
内
民
営
バ
ス
な
ど
を
利
用
で
き

る「
東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
」を
購

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
有
効

期
限
は
発
行
日
か
ら
平
成
二
十
四

年
九
月
三
十
日（
日
）ま
で
で
す
。

購
入
方
法

　

満
七
十
歳
に
な
る
月
の
初
日
か

ら
、
最
寄
り
の
シ
ル
バ
ー
パ
ス
発

行
窓
口（
別
表
２
参
照
）で
手
続
き

が
で
き
ま
す
。

費
用
・
提
示
の
必
要
な
も
の

　

別
表
３
の
と
お
り

税
制
改
正
に
伴
う
費
用
負
担
の
経

過
措
置
実
施
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
四
年
度
の
住
民
税
が

「
課
税
」の
方
で
あ
っ
て
も
、
平
成

二
十
三
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が

百
二
十
五
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
経

過
措
置
の
対
象
と
な
り
、
千
円
で

パ
ス
を
購
入
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
平
成
二
十
三
年
中
の

合
計
所
得
金
額
が
百
二
十
五
万
円

以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る

書
類
の
提
示
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
平
成
二
十
四
年
度
住
民

税（
非
）課
税
証
明
書
は
六
月
十
一

日（
月
）以
降
に
発
行
で
き
ま
す
。

※
問
合
せ
先

・
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
発
行
に
つ
い

て
は

　

東
京
バ
ス
協
会
シ
ル
バ
ー
パ
ス

専
用
電
話

 

☎（
５
３
０
８
）６
９
５
０

・
介
護
保
険
料
納
入（
決
定
）通
知

書
に
つ
い
て
は

　

介
護
保
険
課
介
護
支
援
係

 

☎（
３
５
４
６
）５
６
４
１

・
住
民
税（
非
）課
税
証
明
書
の
発

行
に
つ
い
て
は

　

税
務
課
収
納
係

 

☎（
３
５
４
６
）５
２
７
６

・
申
告
の
手
続
き
に
つ
い
て
は

　

税
務
課
課
税
係

 

☎（
３
５
４
６
）５
２
７
２

　

区
で
は
、
働
く
意
欲
の
あ
る
高

齢
の
方
が
、
培
っ
た
知
識
や
経
験

を
生
か
し
て
、
い
つ
ま
で
も
働
け

る
就
労
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

高
齢
者
雇
用
を
積
極
的
に
行
う
事

業
主
に
対
し
て
高
齢
者
雇
用
促
進

奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
「
70
歳
就
労
社
会
」の
実
現
に
向

け
、
高
齢
者
雇
用
を
よ
り
促
進
す

る
た
め
、
新
た
に
高
齢
者
試
行
雇

用
奨
励
金
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、

高
齢
者
雇
用
企
業
奨
励
金
の
充
実

を
図
り
ま
し
た
。

高
齢
者
雇
用
制
度
導
入
奨
励
金

　

六
十
五
歳
以
上
へ
の
定
年
の
引

き
上
げ
ま
た
は
定
年
の
定
め
の
廃

止
、
希
望
者
全
員
を
対
象
と
す
る

七
十
歳
以
上
ま
で
の
継
続
雇
用
制

度
の
導
入
な
ど
を
行
っ
た
事
業
主

に
対
す
る
奨
励
金
で
す
。

交
付
対
象
要
件

　
「
中
小
企
業
定
年
引
上
げ
等
奨

励
金
」の
申
請
を
行
い
、
支
給
決

定
を
受
け
た
区
内
事
業
主

◎「
中
小
企
業
定
年
引
上
げ
等
奨

励
金
」と
は
、
雇
用
保
険
の
常

用
被
保
険
者
数
三
百
人
以
下
の

事
業
主
が
、
六
十
五
歳
以
上
へ

の
定
年
の
引
き
上
げ
な
ど
を
行

っ
た
場
合
に
、
一
定
額
を
支
給

す
る
も
の
で
す
。

交
付
額

　

一
事
業
主
十
万
円（
交
付
は
一

事
業
主
に
つ
き
一
回
限
り
）

高
齢
者
雇
用
企
業
奨
励
金

　

六
十
五
歳
以
上
の
区
民
を
無
料

職
業
紹
介
所
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
中

央
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介

に
よ
り
一
定
期
間
雇
い
入
れ
た

（
労
働
時
間
が
週
二
十
時
間
以
上

に
限
る
）事
業
主
に
対
す
る
奨
励

金
で
す
。

◎
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
中
央
で
は
、

お
お
む
ね
五
十
五
歳
以
上
の
方

に
対
し
、
就
労
に
関
す
る
相
談

や
職
業
紹
介
を
無
料
で
行
い
ま

す
。

交
付
対
象
要
件

　

雇
入
れ
日
現
在
六
十
五
歳
以
上

の
区
民
と
週
二
十
時
間
以
上
の
雇

用
契
約
を
締
結
し
、
一
年
間
継
続

雇
用
し
た
事
業
主（
平
成
二
十
四

年
五
月
一
日
以
降
は
、
六
カ
月
間

継
続
雇
用
し
た
事
業
主
）。た
だ
し
、

雇
用
し
た
高
齢
者
と
の
間
に
親
族

関
係
な
ど
の
密
接
な
関
係
が
な
い

こ
と

交
付
額

　

別
表
１
の
と
お
り

高
齢
者
試
行
雇
用
奨
励
金

　

こ
れ
ま
で
六
十
五
歳
以
上
の
高

齢
者
を
新
た
に
雇
用
し
て
い
な
い

事
業
主
に
対
し
、
試
行
的
に
雇
い

入
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
三
カ
月
に

わ
た
り
奨
励
金
を
交
付
す
る
制
度

で
す
。
試
行
雇
用
終
了
後
に
正
式

雇
用
と
な
り
、
六
カ
月
間
雇
用
が

継
続
し
た
場
合
は
、
高
齢
者
雇
用

企
業
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

交
付
対
象
要
件

　

無
料
職
業
紹
介
所
シ
ル
バ
ー
ワ

ー
ク
中
央
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
紹
介
で
、
平
成
二
十
四
年
五
月

一
日
以
降
に
試
行
雇
用
契
約（
原

則
三
カ
月
間
、
一
週
間
の
所
定
労

働
時
間
が
二
十
時
間
以
上
）を
締

結
し
た
事
業
主
。
た
だ
し
、
次
の

場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

・
高
齢
者
雇
用
企
業
奨
励
金
の
交

付
を
以
前
に
受
け
た
場
合

・
高
齢
者
試
行
雇
用
奨
励
金
の
交

付
を
す
で
に
二
度
受
け
た
場
合

・
雇
用
し
た
高
齢
者
と
の
間
に
親

族
関
係
な
ど
の
密
接
な
関
係
が

あ
る
場
合　

な
ど

交
付
額

　

月
額
三
万
円

共　

通

申
請（
申
請
書
類
配
布
）場
所

　

区
役
所
四
階
高
齢
者
福
祉
課

　

な
お
、
申
請
書
な
ど
は
区
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◎
各
種
奨
励
金
と
も
、
そ
の
他
の

要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ
先

　

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

 

☎（
３
５
４
６
）５
３
５
４

・
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・

求
職
者
雇
用
支
援
機
構
が
実
施

す
る「
定
年
引
上
げ
等
奨
励
金
」

に
つ
い
て
は

　

東
京
高
齢
・
障
害
者
雇
用
支
援

セ
ン
タ
ー

 

☎（
５
６
３
８
）２
２
８
４

・
就
労
に
関
す
る
相
談
・
職
業
紹

介
に
つ
い
て
は

　

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
中
央
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３
５
５
１
）９
２
０
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別表１
平成24年4月30日まで
に雇用契約を締結

平成24年5月1日以降に
雇用契約を締結

週20時間以上
30時間未満

1年間継続雇用した
場合 50,000円

・6カ月間継続雇用した場合
 20,000円
・同一人をさらに6カ月間継
　続雇用した場合 30,000円

週30時間以上 1年間継続雇用した
場合 100,000円

・6カ月間継続雇用した場合
 40,000円
・同一人をさらに6カ月間継
　続雇用した場合 60,000円

別表２　東京都シルバーパス発行窓口

発行窓口 住所・電話番号 取扱時間

「馬喰横山駅」
都営地下鉄
定期券発売所

日本橋横山町4-13
都営新宿線駅構内
☎（3661）4562

月～金曜日（土・日
曜日、祝日は休み）
午前9時～午後8時

「日本橋駅」
都営地下鉄
定期券発売所

日本橋1-13-1
都営浅草線駅構内
☎（3278）9585

年中無休（年末年始
を除く）
午前9時～午後8時

「東京駅
丸の内南口」
都バス定期
券発売所

千代田区丸の内2-7
都バス操車場内
☎（3212）8685

月～金曜日（土・日
曜日、祝日は休み）
午前11時30分～

午後7時30分

「新橋駅」
都営地下鉄
定期券発売所

港区新橋2-21-1　
都営浅草線駅構内
☎（3574）9898

年中無休（年末年始
を除く）
午前9時～午後8時

「門前仲町駅」
都営地下鉄
定期券発売所

江東区門前仲町2-5-2
都営大江戸線駅構内
☎（5245）3726

月～金曜日（土・日
曜日、祝日は休み）
午前9時～午後8時

◎ 年末年始の営業時間は変更になりますので、それぞれ
の発行窓口にお問合せください。

別表３　費用・提示の必要なもの

費　用
本人の平
成24年度
の住民税

本人の平成
23年中の合
計所得金額

提示の必要なもの

1,000円

非課税
の方

①住所・氏名・生年月日が確認できるもの
　 （健康保険証、運転免許証、住民基本台帳カード（写
真付）など）
②住民税が非課税であることを確認できるもの
　（下記のうちいずれか）
◎4月から6月ごろまでは平成23年度のもので確認
　ア　平成24年度介護保険料納入（決定）通知書
　　　 （所得段階区分欄が「1」「2」「3」「特例第4」「4」

のいずれかの段階が記載されたもの）
　イ　平成24年度住民税非課税証明書
　ウ　生活保護受給証明書

課税の方
125万円以下
の方（経過措
置対象者）　

①住所・氏名・生年月日が確認できるもの
　 （健康保険証、運転免許証、住民基本台帳カード（写
真付）など）
② 平成23年中の合計所得金額が125万円以下であるこ
とを確認できるもの
　（下記のうちいずれか）
◎4月から6月ごろまでは平成23年度のもので確認
　エ　平成24年度介護保険料納入（決定）通知書
　　　（所得段階区分欄が「5」の段階が記載されたもの）
　オ　平成24年度住民税課税証明書

※10,255円 課税の方
①住所・氏名・生年月日が確認できるもの
　 （健康保険証、運転免許証、住民基本台帳カード（写
真付）など）

※平成24年4月～9月発行分費用
所得確認書類についての注意事項
◎「ア」および「エ」の「平成24年度介護保険料納入（決定）通知書」について
・ 4月に区から送付された仮決定通知書ではなく、6月に区から送付される本決定通知書をご
用意ください。
・再発行はできませんので、お手元にない場合は「住民税（非）課税証明書」をご用意ください。
◎「イ」および「オ」の「平成24年度住民税（非）課税証明書」について
・区役所2階税務課、日本橋・月島特別出張所で6月11日（月）以降発行します。
・6月初旬の平成24年度区民税賦課決定までは、平成23年度住民税（非）課税証明書等により
確認します。

◎ 「住民税（非）課税証明書」をご利用の方で、所得の申告をしていない方は区役所2階税務課
課税係で申告の手続きが必要です。
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(3) お気軽にお問合せ・ご相談ください。「まごころステーション」☎（3546）0561

若
年
期
か
ら
の
生
活
習
慣

病
予
防
事
業
の
ご
案
内

　

大
切
な
マ
ン
シ
ョ
ン
の
資
産
価

値
を
維
持
し
、
建
物
や
設
備
を
長

く
快
適
に
使
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

定
期
的
な
大
規
模
修
繕
工
事
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

修
繕
工
事
に
は
多
額
の
費
用
が
か

か
り
ま
す
。

　

中
央
区
都
市
整
備
公
社
で
は
、

管
理
組
合
が
共
用
部
分
の
改
修
工

事
や
防
災
対
策
工
事
を
行
う
場
合

に
、
設
計
費
用
や
工
事
費
用
の
一

部
を
一
定
の
限
度
額
の
範
囲
内
で

助
成
し
て
い
ま
す
。
長
期
修
繕
計

画
に
合
わ
せ
有
効
に
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。

対　

象

・
区
内
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
で
あ

る
こ
と

・
建
築
時
に
お
い
て
、
建
築
基
準

法
そ
の
他
関
係
法
令
に
適
合
し

て
い
る
こ
と

・
築
二
十
年
以
上
経
過
し
、
現
在

住
宅
と
し
て
使
用
し
て
い
る
こ

と対象
と
な
る
工
事

修
繕
工
事　

・
壁
面
の
改
修

・
鉄
部
の
塗
装
・
取
替
え

・
屋
上
・
バ
ル
コ
ニ
ー
・
外
部
共

用
廊
下
の
防
水

・
給
排
水
管
の
更
正
・
取
替
え

防
災
対
策
工
事　

・
受
水
槽
・
高
架
水
槽
の
耐
震
型

へ
の
取
替
え

・
受
水
槽
・
高
架
水
槽
へ
の
感
震

器
連
動
型
止
水
弁
の
設
置

・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
へ
の
地
震
時
管

制
運
転
装
置
の
設
置

・
昇
降
機
耐
震
設
計
・
施
工
指
針

（
二
〇
〇
九
年
版
）に
基
づ
く
エ

30
・
35
（
サ
ン
マ
ル
・
サ
ン
Ｇ

Ｏ
！
）
健
康
チ
ェ
ッ
ク

　

生
涯
に
わ
た
り
健
康
な
生
活
を

送
る
た
め
、
三
十
歳
と
三
十
五
歳

の
方
を
対
象
と
し
て
、
生
活
習
慣

病
予
防
の
健
康
教
育
と
健
康
診
断

を
併
せ
て
行
う「
30
・
35（
サ
ン
マ

ル
・
サ
ン
Ｇ
Ｏ
！
）健
康
チ
ェ
ッ

ク
」を
五
月
よ
り
実
施
し
ま
す
。

対
象
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
を

送
付
し
ま
す（
別
表
２
参
照
）。

マ
マ
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

　

産
後
の
母
親
の
健
康
保
持
や
ご

家
族
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
一

歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
母
親
を
対

象
に
、
健
康
教
育
と
健
康
診
断
を

併
せ
て
行
う「
マ
マ
の
健
康
チ
ェ

ッ
ク
」を
五
月
よ
り
実
施
し
ま
す
。

共　

通

日
時
・
対
象
・
申
込
方
法
な
ど

　

別
表
１
の
と
お
り

◎
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ
先

　

中
央
区
保
健
所
健
康
推
進
課
予

防
係

 

☎（
３
５
４
１
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レ
ベ
ー
タ
ー
の
耐
震
改
修
工
事

・
防
災
備
蓄
倉
庫
の
設
置

・
防
火
水
槽
の
設
置

助
成
額

・
設
計
費
用

　

助
成
対
象
部
分
に
か
か
る
設
計

費
×
三
分
の
二

・
工
事
費
用

　

助
成
対
象
工
事
費
×
十
％
×
三

分
の
二

助
成
限
度
額

・
設
計
費
用

　

十
年
間
で
百
万
円

・
工
事
費
用

　

十
年
間
で
一
千
万
円

◎
と
も
に
申
請
は
、
十
年
間
で
二

回
ま
で
可
能
で
す
。

◎
マ
ン
シ
ョ
ン
内
に
店
舗
や
事
務

所
な
ど
住
宅
以
外
の
用
途
の
も

の
が
あ
る
場
合
に
は
、
住
宅
に

か
か
る
部
分（
面
積
按
分
に
よ

る
）の
設
計
費
お
よ
び
工
事
費

が
助
成
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
込
の
要
件

・
管
理
組
合
の
総
会
で
改
修
を
行

う
こ
と
が
決
議
さ
れ
て
い
る
こ

と
・
管
理
組
合
の
総
会
で
改
修
に
要

す
る
費
用
に
つ
い
て
の
予
算
案

が
承
認
さ
れ
て
い
る
こ
と

◎
工
事
着
手
の
お
お
む
ね
二
カ
月

前
ま
で
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ
先

　

中
央
区
都
市
整
備
公
社

 

☎（
３
５
６
１
）５
１
９
１

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
障
害
の

あ
る
方
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た

め
、
相
談
・
指
導
・
訓
練
事
業
や

各
種
講
習
会
の
開
催
お
よ
び
施
設

の
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

各
種
相
談
お
よ
び
訓
練

　

別
表
３
の
と
お
り

講
習
・
講
座

　

障
害
の
あ
る
方
の
趣
味
と
教
養

を
高
め
る
と
と
も
に
、
障
害
に
対

す
る
理
解
を
深
め
、
相
互
の
交
流

を
図
る
た
め
、
書
道
、
陶
芸
、
茶

道
、
気
功
、
要
約
筆
記
お
よ
び
手

話
な
ど
の
講
習
・
講
座
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

講
習
会
の
日
程
な
ど
は
そ
の
都

度
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

施
設
の
提
供

・
会
議
室
な
ど

　

別
表
４
の
と
お
り

　

平
日
の
ほ
か
土
・
日
曜
日
、
夜

間（
日
曜
日
を
除
く
）も
利
用
で
き

ま
す
。

・
浴
室

　

家
庭
ま
た
は
公
衆
浴
場
で
の
入

浴
が
困
難
な
障
害
の
あ
る
方
に
、

家
族
な
ど
の
介
助
に
よ
り
入
浴
で

き
る
浴
室
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

利
用
は
、
一
人
週
一
回
で
す
。

内
職
あ
っ
せ
ん

　

自
宅
で
内
職
を
希
望
す
る
方
に

装
飾
用
小
物
の
製
作
な
ど
を
あ
っ

せ
ん
し
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
作
業
所

　

働
く
意
思
と
能
力
の
あ
る
高
齢

の
方
や
障
害
の
あ
る
方
な
ど
に
タ

オ
ル
・
ハ
ン
カ
チ
の
袋
入
れ
な
ど

の
仕
事
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

事
業
者
の
方
へ

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
作
業
室（
就
労

継
続
支
援（
Ｂ
型
））お
よ
び
ふ
れ

あ
い
作
業
所
で
は
、
簡
易
な
仕
事

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
内

職
と
し
て
家
庭
で
で
き
る
仕
事
も

募
集
し
て
い
ま
す
。

福
祉
バ
ス
の
運
行

　

各
種
訓
練
に
通
所
す
る
方
や
講

習
・
講
座
に
参
加
す
る
方
な
ど
を

対
象
に
、
リ
フ
ト
付
バ
ス
を
運
行

し
て
い
ま
す
。

※
問
合
せ
先

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
係
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・
仕
事
の
提
供
に
つ
い
て

　

ふ
れ
あ
い
作
業
所
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別表1　健康チェックの概要
30･35健康チェック

（サンマル･サンGO!健康チェック） ママの健康チェック

実施日
5月22日（火）、6月29日（金）、7月24日（火）、9月25日（火）、10月12日（金）、11月27日（火）、
平成25年1月22日（火）、2月8日（金）、3月8日（金）
◎30・35健康チェックは対象により実施時期が異なります。

時　間 受付時間　午前8時45分～9時15分
（所要時間は2時間30分程度）

受付時間　午後1時15分～1時45分
（所要時間は2時間30分程度）

会　場 中央区保健所

対　象 別表2のとおり 生後4カ月から1歳未満のお子さんの母親（1年
以内に健診を受けた方を除く）

内　容
健康教育（食生活、お口の健康、運動の実技、
心の健康）

健康教育（食生活、お口の健康、運動の実技、
プレ更年期）

問診・測定など（身長、体重、腹囲、血圧、骨密度）、血液検査、尿検査
定　員 45名（先着順） 35名（先着順）
託　児 託児付（定員あり・予約制） 検査時のみ託児付（予約制）
費　用 無料 1,000円
申込方法 実施日の1週間前までに電話で申込む。

受付期間 ・前期　4月23日（月）～10月5日（金）
・後期　9月24日（月）～平成25年3月1日（金） 4月23日（月）から開始

別表2　30・35健康チェックの対象者と通知・実施時期
通知時期 35歳の対象者 30歳の対象者 実施時期

前期 4月中旬 昭和51年4月1日～9月30日生 昭和56年4月1日～9月30日生 5月から10月の実施日

後期 9月中旬 昭和51年10月1日～
昭和52年3月31日生

昭和56年10月1日～
昭和57年3月31日生 10月から3月の実施日

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
共
用
部
分
改
修

費
用
の
助
成
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

福
祉
セ
ン
タ
ー

 

利
用
案
内

別表３
事業名 利用できる方 内　容
一般相談 障害のある方、その家族など 生活・進路・健康に関する相談・指導

こどもの発達相談・指導 ０歳から高校生以下で、心身の発達上の相談・
指導を必要とする児童・家族など

相談・指導
　・心理療法
　・理学療法
　・作業療法
　・言語療法
　・グループセラピー

障害児一時預かり事業
日中において特別に支援などが必要な区内在住
の小学校から高校生までの障害児（ただし、医療
的なケアが必要な障害児を除く）

放課後や夏休みなどにおける一時預かり

児童発達支援 就学前の児童 障害児通所支援の支給
決定を受けた方

・日常生活訓練
・集団適応訓練 

自立訓練（機能訓練）
65歳未満の身体に障害の
ある方（ただし、言語療法
のみ65歳以上も可） 障害福祉サービスの支

給決定を受けた方

・機能回復訓練
　理学療法、作業療法、言語療法
・社会適応訓練
・健康指導

就労継続支援（Ｂ型） 18歳以上の障害のある方
（主に知的障害のある方） 就業に必要な作業および生活指導

地域活動支
援センター

成人室 18歳以上で身体・知的に
障害のある方 地域生活支援サービス

の支給決定を受けた方

・生活訓練
・社会適応訓練

機能訓練フォロ
ーアップ事業

福祉センターの自立訓練
を終了した、身体に障害
のある方

・機能回復訓練
　理学療法、言語療法（音楽療法）

別表４
室　名 定員 利用できる方

第一会議室（洋室） 60名

・区内に居住してい
る障害のある方お
よび保護者

・区内の障害者団体
・区内の障害者ボラ
ンティア団体

第二会議室（洋室） 30名

録音室 －

対面朗読室 －

団体・ボランティア室
（洋室） －
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時
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込
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費
用
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ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
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申
込
方
法

会
場

内
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凡
例

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

（５頁からのつづき）情報コーナー

障害者移動介護ヘルパー募集
　視覚障害や知的障害のある方が外
出する際に付き添う「移動介護ヘル
パー」を募集しています。

［資格］おおむね18歳以上で、介護福
祉士・ホームヘルパー・同行援護従
業者養成研修修了などの資格をお持
ちの方

［活動日時］活動できる曜日、時間帯
に応じてコーディネートします。

［活動手当］活動時間に応じて手当を
支給します（1時間980円、ただし午
後６時以降割増あり）。
◎資格要件など、詳しくはお問合せ
ください。
逢中央区社会福祉協議会ボランティ
ア・区民活動センター移動介護サ
ービスセンター
☎（３２０６）０５０８

「建物もあなたと同じ
健康診断」
特殊建築物等は定期的に

調査してください

　私たちが定期的に健康診断を受け
るように、建築物も定期的に調査し
て、常に健全な状態を保つ必要があ
ります。
　建築物の中でも、ホテル、百貨店、

病院、事務所、共同住宅などの特殊
建築物は、多くの人が利用するため、
維持管理を怠ると、地震や火事の際
に大きな被害を受ける恐れがありま
す。また、部材の劣化などによる周
辺への危害や通常使用における事故
を防止するためにも、維持管理は大
変重要です。
　被害を未然に防ぐため、特殊建築
物を所有・管理している方には、建
築物の状況について調査資格者に調

査を依頼し、結果を行政庁に報告す
ることが義務付けられています。
　また、エレベーターなどの昇降機
も、同様に検査・報告が義務付けら
れています。
　平成24年度は、別表１に掲げる用
途、規模の建築物などが報告の対象
となります。対象となる建築物およ
びエレベーターなどの昇降機の所有
または管理している方は、趣旨を十
分ご理解いただき、必ず調査・報告

をしてください。
　また、エレベーターなどの昇降機
の所有者、管理者の方も必ず報告を
してください。
逢・建築物について
　　建築課調査係
　　☎（３５４６）５４５５
　・設備・昇降機について
　　建築課設備係
　　☎（３５４６）５４６１

別表1
（ア）用途 （イ）用途に供する階または規模 提出の時期

特殊建築物

劇場、映画館、演芸場 A＞200㎡または主階が1階にないも
のでA＞100㎡

11月1日（木）～
平成25年1月31日（木）（毎年報告）

観覧場（屋外観覧席のものを除く）
公会堂、集会場

F≧3またはA＞200㎡（平家建てかつ、
客席および集会室の床面積の合計が
400㎡未満の集会場を除く）

旅館、ホテル F≧3かつA＞2000㎡
百貨店、マーケット、勝馬投票券発売所、場外車
券売場、物品販売業を営む店舗 F≧3かつA＞3000㎡

下宿、共同住宅、寄宿舎 F≧5かつA＞1000㎡ 5月1日（火）～
10月31日（水）（3年ごとに報告）

建築設備

換気設備（自然換気設備を除く）

特殊建築物に設けるもの

毎年報告

排煙設備（排煙機または送風機を有するもの）
非常用の照明装置
給水または排水の配管設備（給水タンクなどを設
けるもの）

昇降機など
エレベーター（労働安全衛生法の性能検査を受けているものを除く）
エスカレーター
小荷物専用昇降機（テーブルタイプを除く）

・（ア）欄に掲げる用途に供する建築物でその用途に供する部分の規模が（イ）欄の当該いずれかの項目に該当するものが対象になります。
・F≧3、F≧5とは、3階以上の階、5階以上の階で、それぞれ、その用途に供する部分の床面積の合計が100㎡を超えるものをいいます。
・Aは、その用途に供する部分の床面積の合計をいいます。
・共同住宅の住戸内は、特殊建築物および建築設備の調査･検査結果を報告する必要はありません。
・報告対象の換気設備は、火気使用室、無窓居室または集会場などの居室に設けられた機械換気設備に限ります。
・昇降機のうち、一戸建て、長屋または共同住宅の住戸内に設けられたホームエレベーターなどは報告対象から除かれます。
・新築の建築物は、検査済証の交付を受けた直後の時期については報告する必要はありません。

　

犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
区

の
防
犯
対
策
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援
事
業
を
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だ
さ
い
。

安
全
・
安
心
お
ま
か
せ
出
前
相
談

　

空
き
巣
な
ど
住
居
の
防
犯
対
策

の
個
別
相
談
に
伺
い
ま
す
。

　

日
中
不
在
が
ち
の
方
や
一
人
暮

ら
し
の
方
が
安
心
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
、
区
が
委
託
し
た
防
犯
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
（
防
犯
設
備
士
資
格

者
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
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な
ど
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紹
介
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あ
ら
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じ
め
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時
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整
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ご
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、
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防
犯
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い
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な
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ま
す
。

対　

象　

区
内
在
住
者

費　

用　

無
料

申
込
方
法　

希
望
日
の
二
週
間
前

ま
で
に
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
申
込
む
。

住
ま
い
の
防
犯
対
策
助
成

　
「
安
全
・
安
心
お
ま
か
せ
出
前
相

談
」の
ア
ド
バ
イ
ス
に
沿
っ
て
、生

活
の
本
拠
と
な
る
住
ま
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関

や
窓
な
ど
に
防
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性
の
高
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錠
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取
り
付
け
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交
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な
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を
行

っ
た
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合
、
そ
の
防
犯
対
策
に
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し
た
費
用
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一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対　

象　

区
内
在
住
者

助
成
金
額　

五
千
円
以
上
の
費
用

を
要
し
た
場
合
に
二
分
の

一
を
助
成（
上
限
一
万

円
・
一
住
宅
一
回
限
り
）

申
込
方
法　

防
犯
工
事
着
工
前
に

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
申
込
む
。

共
同
住
宅
等
生
活
安
全（
防
犯
）

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣

　

町
会
・
自
治
会
、
商
店
会
、
分

譲
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
、
賃
貸

マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
者
の
集
会
な
ど

に
対
し
て
、
共
同
住
宅
な
ど
の
有

効
な
防
犯
対
策
に
つ
い
て
助
言
・

提
案
な
ど
を
行
う
防
犯
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。

対　

象　

地
域
団
体
な
ど

費　

用　

無
料

申
込
方
法　

希
望
日
の
二
週
間
前

ま
で
に
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
申
込
む
。

防
犯
設
備
整
備
費
助
成

　

今
年
度
か
ら
町
会
・
自
治
会
な

ど
で
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
場

合
の
助
成
を
拡
充
し
ま
し
た
。

　
「
共
同
住
宅
等
生
活
安
全（
防
犯
）

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
」を
受
け

た
団
体
が
、
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
の

防
犯
設
備
を
新
た
に
設
置
す
る
場

合
、
そ
の
設
置
に
要
し
た
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対　

象　

町
会
・
自
治
会
、
商
店

会
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分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
組
合
な
ど
の
団
体（
一

団
体
一
回
限
り
）

対
象
設
備　

犯
罪
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防
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し
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す
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カ
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ン
サ
ー
付
き
ラ

イ
ト
な
ど

補
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・
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成
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額

　
　
　
　

町
会
・
自
治
会　

三
分

の
二�

二
百
万
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商
店
会（
町
会
な
ど
と

の
協
力
実
施
の
場
合
）　

三
分
の
二�

六
百
万
円

　
　
　
　

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

組
合
な
ど　

二
分
の
一

�

五
十
万
円

申
込
方
法　

助
成
に
必
要
な
手
続

を
完
了
し
、
工
事
着
工
前

に
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
申
込
む
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◎
申
請
書
は
区
役
所
一
階
危
機
管

理
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
区

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
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※
問
合
せ
先

　

危
機
管
理
課
危
機
管
理
係

�

☎（
３
５
４
６
）５
０
８
７

犯
罪
の
な
い
安
全
・
安
心
な
ま
ち

中
央
区
を
目
指
し
て
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、
東
京
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力
福
島
第
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原
子
力
発
電
所
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事
故
に
よ
る
一

般
廃
棄
物
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理
へ
の
影
響
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確
認

す
る
た
め
、
清
掃
工
場
で
発
生
す

る
焼
却
灰
な
ど
の
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射
能
濃
度
や

敷
地
境
界
な
ど
の
空
間
放
射
線
量

率
を
定
期
的
に
測
定
し
て
い
ま
す
。

　

中
央
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掃
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で
は
、
三
月
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金
）か
ら
十
五
日（
木
）ま
で
の

間
、
宮
城
県
女
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町
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災
害
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物
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受
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入
れ
ま
し
た
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そ
の
間

の
放
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果
は
、
別
表

２
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３
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と
お
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で
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。

◎
測
定
結
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は
、
東
京
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十
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掃
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合
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ム
ペ

ー
ジ
で
、
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週
間
に
一
度
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し
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。

※
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東
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事
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合
施
設
管
理
部
技
術
課

�

☎（
６
２
３
８
）０
７
６
５

・
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て

　

中
央
清
掃
事
務
所
清
掃
事
業
係

�

☎（
３
５
６
２
）１
５
２
３

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://www.union.tokyo23-
seisou.lg.jp

別表2　中央清掃工場における放射能濃度

測定項目
災害廃棄物受入れ前
平成23年7月

～平成24年2月

災害廃棄物受入れ
期間中（試料採取日）
3月9日
◎排ガスは、3月7日、8日

単　位

放
射
性
ヨ
ウ
素

主灰 不検出 不検出 Bq/kg
飛灰 不検出～322 不検出 Bq/kg

飛灰処理汚泥 不検出～405 不検出 Bq/kg
汚水処理汚泥 不検出 不検出 Bq/kg
放流水 不検出 不検出 Bq/L
排ガス 不検出 不検出 Bq/㎥N

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
合
計

主灰 43～141 83 Bq/kg
飛灰 551～2,640 894 Bq/kg

飛灰処理汚泥 379～1,607 397 Bq/kg
汚水処理汚泥 不検出～68 不検出 Bq/kg
放流水 不検出 不検出 Bq/L
排ガス 不検出 不検出 Bq/㎥N

◎ �「放射性セシウム合計」は、放射性セシウム134と137の合計を
表します。

◎「不検出」とは、検出下限値未満を表します。

別表3　中央清掃工場における空間放射線量率

測定項目
災害廃棄物受入れ前
平成23年7月

～平成24年2月

災害廃棄物受入れ
期間中（測定日）

単　位
3月5日 3月13日

敷
地
境
界

東 0.10～0.18 0.11� 0.11� μSv/h
西 0.08～0.15 0.10� 0.09� μSv/h
南 0.09～0.17 0.10� 0.09� μSv/h
北 0.11～0.19 0.11� 0.11� μSv/h
※1 0.10～0.11 0.10� 0.10� μSv/h

工場内灰処
理設備など 0.03～0.55 0.03～0.13 μSv/h

◎ �測定器:日立アロカメディカル㈱製�TCS-172B（シンチレーショ
ン式サーベイメータ）ほか

◎ �敷地境界は地上高さ1m、工場内灰処理設備などは設備から5cm
と1mの距離での測定結果

※1 灰処理設備から最も離れた地点

中央清掃工場に
おける放射能等
測定結果に
ついて
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（６頁からのつづき）情報コーナー

タイムドーム明石
金環日食観察ガイド
～173年ぶりの天文ショー～

唖第１回　５月６日（日）
　第２回　５月20日（日）
　午後１時～２時
◎両日とも内容は同じです。
娃タイムドーム明石プラネタリウム
ホール
阿解説員による生解説で、当日の星
空のご案内のほか、東京では173
年ぶりに起きる５月21日（月）朝の
金環日食について、仕組みや経過、
安全な観察方法をわかりやすく解
説します。
愛各回86名（申込多数の場合は抽選）
挨無料
姶４月27日（必着）までに往復はがき
（１枚につき５名まで）に、「希望
の回」と①～⑤（７頁記入例参照）
を記入して申込む（電子申請も可）。
逢〒104－0044
中央区明石町12－１
郷土天文館「タイムドーム明石」
☎（３５４６）５５３７

東日本大震災を記録したド
キュメンタリー映画「無常素
描」上映会の参加者募集
～今何ができるか考えてみませんか～

　「無常素描」は、東日本大震災発生
から１カ月あまりが過ぎた被災地の
人々の声と風景を、１台のカメラで
ただひたすらに記録したドキュメン
タリーです。
　この映画は、日付も地名も、人の
名も付すことなく、未曾有の大地震
と津波の跡を、そして、その後もな
お続いてゆく営みを、芥川賞作家で
僧侶の玄侑宗久氏のお話とともにス
クリーンに大きく映し出していきま
す。
唖５月26日（土）
午後１時30分～４時（午後１時開
場）
娃月島社会教育会館ホール
亜区内在住・在勤・在学者（小学生
以下のお子さんは保護者同伴）

［同時開催］
・被災地支援活動報告
　現在も東北で支援活動を続けてい
る区内のボランティア団体などのメ
ンバーを招いて、これまでの活動報
告や被災地の現状についての話を聞
きます。復興に向けて、私たちに今
できることを一緒に考えましょう。

［主催］中央区社会福祉協議会
愛240名（先着順）
挨無料
姶５月25日（金）までに電話またはフ
ァクス、Ｅメールに①氏名②住所
（在勤・在学の方は会社・学校名
を併記）③連絡先の電話番号④上
映会希望を記入して申込む。
逢中央区社会福祉協議会ボランティ

ア・区民活動センター
　☎（３２０６）０５６０
　FAX（３２０６）０６０１
絢vc@shakyo-chuo-city.jp

国保・年金手帳

転入者の国民年金保険料の
納付
　毎月の国民年金保険料の納付期限
は、翌月末日です。
　住所が変わった方も、４月に送付
した納付書をご使用ください。納付
書は、納付期限を過ぎても２年間は
使用できます。紛失した方には、再
発行しますので、中央年金事務所ま
でご連絡ください。
　なお、口座振替をご利用の方は、
引き続き口座から引き落とします。
逢中央年金事務所国民年金課
　☎（３５４３）１４１１

その他
少年リーダー養成研修会
高校生スタッフ

（ボランティア）募集
唖・娃・事前研修
　　　　８月10日（金）・11日（土）
　　　　京橋プラザ区民館
　　　・宿泊研修
　　　　８月12日（日）～15日（水）
　　　　柏学園

　　　・事後研修
　　　　９月１日（土）
　　　　築地社会教育会館
亜区内在住の高校生で全日程に出席
できる方
阿小学校５年生から中学生までを対
象に実施する研修会でのスポーツ
大会やキャンプファイヤーなどの
運営補助
愛12名（男女各６名、申込多数の場
合は抽選）
姶５月18日（金）までに電話で申込む
（電子申請も可）。
逢文化・生涯学習課青少年係
　☎（３５４６）５３０４

女性センター「ブーケ21」
女性相談のご案内
　配偶者や恋人からの暴力（ＤＶ）、
職場での人間関係や家族のこと、夫
婦の問題、仕事や生き方など、暮ら
しの中で抱えているさまざまな不安
や悩みについて、専門の女性相談員
がお話を伺います。
　毎週月曜日は電話による相談を開
設しています。お気軽にご利用くだ
さい。
電話相談（予約不要）

［相談日時］
　毎週月曜日
　午前10時～午後４時　
◎祝日および年末年始は除きます。

［相談専用電話番号］
　☎（５５４３）０６５３
女性相談（予約制）

［相談日時］
・毎月第１・第５水曜日、第４火曜

日
午前10時～午後４時

・毎月第２火曜日、第３水曜日
午後３時30分～８時30分

［相談場所］
　女性センター「ブーケ21」相談室

［予約専用電話］
　☎（５５４３）０６５３
◎相談時の託児をご希望の方は、予
約の際にお申し出ください。

共　通
亜女性
挨無料　
逢総務課女性施策推進係
　☎（５５４３）０６５１

ゴールデンウィーク期間中の
「ごみ収集」
　ゴールデンウ
ィーク期間中
も、平常どおり、
燃やすごみ・燃
やさないごみ、
資源およびプラ
スチック製容器包装の収集を行いま
す。
逢中央清掃事務所作業係
　☎（３５６２）１５２１

５月10日（木）
お魚屋さん特売日お魚屋さん特売日

域地橋本日

逢区民生活課消費生活係
　☎（３５４６）５３３２

外国人住民の方も
住民票に登録されます
　適法に３カ月を超えて在留し、区内に住所を
有する外国人住民の皆さんは、本年７月９日か
ら住民票に登録されます。

［住民票に登録される外国人住民］
　中長期在留者・特別永住者など

［仮住民票を作成し通知します］
　５月７日現在の外国人登録原票の情報をもと
に「仮住民票」を作成し、５月中旬に対象者に通
知します。
　通知した内容が異なる場合は、区役所の外国
人登録窓口に届け出てください。
◎通知が届かない場合は、お問合せください。

［在留資格が短期滞在の方または、在留資格の
ない方］
　新しい制度の対象にはならないため、住民票
に登録されません。
制度の変更に関する詳細は次のホームページ
をご覧ください
・住民票に関すること　総務省ホームページ
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gy�
ousei/c-gyousei/zairyu.html
・在留資格や在留カードに関すること法務省ホ
ームページ
http://www.immi-moj.go.jp/newimmiact_1/in�
dex.html
逢区民生活課総合窓口係（外国人担当）
　☎�（３５４６）５３２４

Foreign�residents�who�have� legally� stayed� for�more� than� three�
months� and� have� residence� in�Chuo�City�will� be� listed� on� a�
certificate�of�residence�as�from�July�9,�2012

［Foreign residents who will be listed on a certificate of residence］
Mid-�to�long-term�residents�in�Japan�/�special�permanent�residents�
and�others

［Chuo City will issue Provisional Resident Records and notify 
each resident］
Chuo�City�will� issue�"Provisional�Resident�Records"�based�on�the�
information�on�foreign�resident�registry�as�of�May�7�and�notify�to�
the�subjects�in�mid-May.�
Please�inform�Foreign�Resident�Registration�Counter�at�Chuo�City�
Office�if�there�are�any�errors�in�the�notice.�
*�Please�contact�the�number�below�if�you�do�not�receive�a�notice.

［For persons granted temporary visitor status or persons with no 
resident status］
They�are�not�subject�to�this�new�system�and�will�not�be�listed�on�a�
certificate�of�residence.
For more information, please visit the following HP.

Certificate of Residence
The�Ministry�of�Internal�Affairs�and�Communications:
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/c-gyousei/zairyu.
html
Resident Status and Resident（"Zairyu"） Card
The�Ministry�of�Justice:
http://www.immi-moj.go.jp/newimmiact_1/index.html

［Inquiries to］ 
General�Affairs�Subsection,�Resident�Affairs�Section
Tel:3546-5324

Foreign residents will be listed on a 
certificate of residence.

Ⓒ大宮映像製作所

Ⓒ大宮映像製作所
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「中央区女性史年表」作成講座
（全12回）
　中央区にお
ける女性を中
心とした出来
事についての
資料収集やそ
のまとめ方に
ついて学び、「中央区女性史年表」を
作成します。なお、本講座は２年間
のコースです。

［日時など］別表のとおり
娃女性センター「ブーケ21」
亜区内在住・在勤・在学者

［講師］女性史研究家　江刺昭子

愛30名（先着順）
挨無料（資料コピー代などは実費負
担となります）
姶電話またはファクスに①～④（７

頁記入例参照）を記入して申込む
（電子申請も可）。
中央区女性史の販売

［頒布価格］「通史」1,900円、「聞き書
き集」1,500円、２冊セット3,400円

［頒布場所］女性センター「ブーケ21」、
区役所１階情報公開コーナー
◎一般の書店でもご注文の取り扱い
をしています。
逢総務課女性施策推進係
☎（５５４３）０６５１
ＦＡＸ（５５４３）０６５２

経営セミナー
唖５月21日（月）
　午後２時～４時
娃区役所８階大会議室
亜区内中小企業経営者および従業員
阿商工業経営者や幹部社員の方の経
営に役立つ、専門的知識の習得を
目的としたセミナーを開催します。

［テーマ］顧客満足につなげるクレー
ム対応の勘所

［講師］㈱インソース　平泉由美
愛100名（先着順）
挨無料
姶区役所７階商工観光課で配布する
用紙に記入してファクスまたは持
参して申込む。
◎申込書は区のホームページからダ
ウンロードすることもできます。
逢商工観光課中小企業振興係
　☎（３５４６）５４８７
　ＦＡＸ（３５４６）２０９７

さわやか体操リーダー育成
講座（初級編）受講生募集
　元気高齢者向けの体操教室を企画
・立案し運動指導できる人材を育成
するため「さわやか体操リーダー育
成講座（初級編）」を開催します。
　高齢者の健康づくりのための体操
指導に関心のある方は、ぜひお申込
みください。

［さわやか体操リーダーの活動につ
いて］
　２年間の育成講座（初級編および
上級編）修了後、さわやか体操リー
ダーとして登録し、体操教室におけ
る体操の指導や自主サークルづくり
などを行っていただきます。
唖６月中に４回・平成25年３月中に
１回の合計５回実施（受講決定者
には、日程が決まり次第別途お知
らせします）
◎６月の講義受講後、高齢者向けの
体操教室などで運動指導の補助を
週１回程度行っていただきます。
娃浜町高齢者トレーニングルーム
亜おおむね50歳以上の健康な方で、
育成講座受講後、さわやか体操リ
ーダーとして活動できる区内在住

いきいき元気！
出前「はつらつ」体験講座
　いつまでも若々しく元気で過ごす
ために、健康づくりサロン「はつら
つ」を体験してみませんか。
唖５月17日（木）
　午後２時～３時30分
娃豊海区民館３号室
亜区内在住の65歳以上の方で、次の
いずれかの方（要支援・要介護認
定を受けていないこと）
・転倒に対する不安のある方
・膝痛・腰痛予防に関心のある方
阿ストレッチ・バランストレーニン
グなど（現在、実施中の健康づく
りサロン「はつらつ」の一部）を体
験
愛30名（先着順）
挨無料
姶４月21日（土）から５月11日（金）ま
でに電話で申込む。
逢月島おとしより相談センター
　☎（３５３１）１００５

スポーツ
水泳教室（初心者・初級者）
唖６月１日～26日の毎週火・金曜日
計８回
午後６時30分～８時30分

娃日本橋小学校温水プール
亜18歳以上の区内在住・在勤者（高
校生を除く）
愛60名（申込多数の場合は抽選）
挨500円（指定の水泳帽をお持ちでな
い方は帽子代として別に550円が
必要）
姶５月９日（必着）までに往復はがき
に①～⑤（７頁記入例参照）⑥泳力
の程度（何メートル泳げるか）⑦過
去の本教室参加の有無⑧在勤の方
は会社名・所在地・電話番号を記
入して申込む。
◎抽選の場合は過去に参加していな
い方を優先します。
◎当選者は区役所６階スポーツ課窓
口で手続きがあります。
逢スポーツ課スポーツ事業係
　☎（３５４６）５５３１

グラウンドゴルフ・ペタンク
講習会
唖５月９日（水）
　午後１時30分～３時30分
娃築地川公園多目的広場（入船橋下）
亜18歳以上の区内在住・在勤者（高
校生を除く）
阿年齢・性別を問わず誰でも楽しめ
るニュースポーツの講習会
挨無料
◎当日直接会場へお越しください。
◎雨天の場合は中止となります。
逢中央区体育協会事務局
　☎（３５４６）５７２９

ファミリースポーツデー開催
唖５月３日（祝）
　午前10時～午後３時
娃総合スポーツセンター
阿家族や友達みんなでスポーツを楽
しめるよう、総合スポーツセンタ

ーを無料で開放します（トレーニン
グルーム・エアライフル場を除く）。

［対象種目］水泳、体力測定、ニュー
スポーツ、アーチェリー、弓道、
卓球、剣道、柔道、合気道、トラ
ンポリン、キッズテニス、子ども
体操、ゴルフ、ミニバスケットボ
ールなど

◎指導者が全種目指導にあたります。
◎上履きを必ず持参してください。
◎温水プール参加者は水着・水泳帽
を持参してください。

逢総合スポーツセンター
　☎(３６６６)１５０１

催し物
中央区の森体験ツアー（春）
参加者募集
　地球温暖化
対策として森
林保全事業を
実施している
「中央区の森」
で、間伐や炭焼きなどを体験して、
森林の大切さを感じてみませんか。
唖５月20日（日）
・集合　午前７時30分　区役所前
・解散　午後６時（予定）

◎荒天の場合は中止です。
［行先］西多摩郡檜原村
亜区内在住・在勤・在学者（小学校
５年生以上）

◎小学校５・６年生の参加の場合は、
大人１名につき、２名までです。

阿「中央区の森」で間伐や植樹、炭焼
きを体験予定（天候や交通状況に
より内容が変更になる場合があり
ます）

［持ち物］弁当・水筒・軍手
［服装など］長袖・長ズボン・トレッ
キングシューズなどの厚底の靴

愛35名（申込多数の場合は抽選）
挨傷害保険加入料として200円
姶５月10日（木）までに電話で申込む
（電子申請も可）。
逢水とみどりの課環境活動係
☎（３５４６）５６５４

チャリティーフリーマーケット 
in 箱崎公園 出店者募集
唖５月13日（日）	
午前10時～午後３時（雨天中止）
娃箱崎公園
亜18歳以上の区内在住・在勤・在学
者

阿区では今回、「箱崎睦会」が主催す
る「東日本大震災チャリティーフ
リーマーケット」を後援していま
す。出店を希望される方はぜひお
申込みください。
　イベントを盛り上げ、中央区か
ら被災地の復興を応援しましょう。
挨500円

［注意事項］
・売上金の10％を東日本大震災への
義援金として寄附していただきま
す。

・飲食物、法に違反する物、主催者
がふさわしくないと判断したもの
などの出品はご遠慮ください。

逢箱崎睦会会長　大木　実
☎（３６６１）１６９３

（7頁からのつづき）情報コーナー

者
◎面接により受講生の決定をします。
阿・講義
　健康づくり概論、マシントレー
ニングの進め方など
・実技
　高齢者向けの体操教室などでの
運動指導補助

◎「初級編」を修了された方には、翌
年度に「上級編」を開催し、講義や
実技研修を予定しています。
愛10名程度
挨無料

［面接日］
　５月下旬（申込みをされた方には
面接日時のご案内を５月中旬にお送
りします）
姶５月９日（消印有効）までにはがき
に①「さわやか体操リーダー育成
講座受講希望」②～⑤（７頁記入例
参照）⑥生年月日を記入して申込
む。
逢高齢者福祉課高齢者福祉係
　☎（３５４６）５３５３

子育てのエッセンスを学ぼう
～子どもの発達にあった　
　　　子育てのポイント～

唖５月25日（金）
　午前10時～11時30分
娃子ども家庭支援センター「きらら
中央」地域活動室
亜区内在住の１歳から２歳までのお
子さんをお持ちの保護者の方（３
歳以上は９月に開催予定）
阿子どもの発達の特徴を知り、さら
に楽しく子育てをしましょう。

［講師］子育て相談専門家、篠原学園
専門学校こども保育学科講師　永
瀬春美
愛12名（先着順）
◎託児があります。詳しくはお問合
せください。
姶４月21日（土）から５月11日（金）ま
でに電話またはきらら中央窓口で
申込む（電子申請も可）。
逢子ども家庭支援センター「きらら
中央」
　☎（３５３４）２１０３

別表
日　時 会場 内容など

1 5月15日（火） 午
後
6
時
30
分

〜
8
時
30
分
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性
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「
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ケ
21
」

女性史を編む意味―さまざまな女性史年表
2 29日（火） 年表作りの準備⑴―資料をどう集めるか
3 6月12日（火） 年表作りの準備⑵―資料の扱い方
4 7月3日（火） 年表項目を書く⑴―5W1Hが基本
5 17日（火） 年表項目を書く⑵―複雑なできごとを簡潔に文章化する
第6回以降の日程は開講後にお知らせします（火曜日午後6時30分から）。

中央エフエム・ラジオシティ「中央区からのお知らせ」（10分番組）はFMラジオ84.0MHz（月～金曜日　AM10：30 ～ 10：40　PM3：00 ～ 3：10　PM9：30 ～ 9：40　祝日・休日、
年末年始を除く）で放送しています。４月から新しいラジオ企画番組「ウィークリー声の架け橋」（20分番組）が始まりました。（月～金曜日　AM10：40 ～ 11：00　PM3：10 ～ 
3：30　PM9：40 ～ 10：00　土・日曜日　AM10：00 ～ 10：20　PM3：00 ～ 3：20　PM9：40 ～ 10：00）
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(7)

対
象

日
時

問
合
せ（
申
込
）先

定
員

費
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

申
込
方
法

会
場

内
容

凡
例

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

講　座
協働ステーション中央
改正ＮＰＯ法講座の開催
～ＮＰＯ法改正・新寄付税制・会計
基準で知っておくべきポイント～

　４月１日より「改正ＮＰＯ法」が施
行されました。実際にＮＰＯ法改正
の動きに携わった専門家から改正点
のポイントなどを学び、実務につな
げてみませんか。

［日時・内容など］別表のとおり
娃協働ステーション中央
亜区内在住・在勤・在学者
愛30名（先着順）
挨無料
姶４月21日（土）から電話またはファ
クス、Ｅメールに①～④（７頁記
入例参照）を記入して申込む。
逢協働ステーション中央
☎（３６６６）４７６１
ＦＡＸ（３６６６）４７６２

絢info@kyodo-station.jp

胃がん検診
　胃がんの早期発見、早期治療を目
的に無料検診を実施します。
唖受診券に記載されている受診期間
内
娃区内医療機関（検診実施医療機関）
◎受診できる医療機関については、
受診券と同封（または受診券の裏
面）の「実施医療機関名簿」をご覧
ください。
亜35歳以上（昭和53年３月31日以前
に生まれた）の区内在住者

阿問診・胃部Ｘ線撮影（バリウム検

査）
挨無料（精密検査および検診内容以
外の検査は受診者負担）

姶36歳から39歳（昭和48年４月１日
から昭和52年３月31日生まれ）まで
の方は、申込みが必要です。電話
で申込む（電子申請も可）。

◎35歳および40歳以上の方には、受
診券を５月上旬から９月下旬にか
けて順次送付しますので、申込み
は不要です。

逢福祉保健部管理課保健係
☎（３５４６）５３９７

福祉センター書道講習会
唖５月21日～６月11日の毎週月曜日
　計４回
　午後１時30分～３時15分
娃福祉センター３階第１会議室
亜区内在住の障害のある方
阿障害のある方の親睦を深めなが
ら、書道を学ぶ。

［講師］中央区書道連盟理事
　白崎菖汀

愛16名（先着順）
挨無料
姶４月23日（月）から５月11日（金）ま
でに電話またはファクスに①～⑤
（７頁記入例参照）⑥障害の程度⑦
送迎バス（リフト付き）福祉バス希
望の有無を記入して申込む。

逢福祉センター管理係
☎（３５４５）９３１１
ＦＡＸ（３５４４）０８８８

8月分ヴィラ本栖・伊豆高原荘申込みのご案内

施 設 名 ヴィラ本栖 伊豆高原荘

利 用 月 8月分

在住者優先
申 込

専用はがき（区内在住者優先利用申込書）	5月14日（月）　各施設必着
公共施設予約システム	 5月1日（火） ～ 14日（月）　午後11時
抽選日	 5月1６日（水）

空 室 申 込
どなたでも
申込めます

ヴィラ本栖直通バス
伊豆高原荘送迎バス

公共施設予約システムや現地への電話による申込みは、 5月２０日（日）
から受け付けます。

※申込（問合せ）先
　「ヴィラ本栖」 フロント
　☎０1２０-1６２31２
　（東京２3区からのフリーダイヤル）
　☎０555（87）２711

※申込（問合せ）先
　伊豆高原荘フロント
　☎０1２０-1513０7
　（東京２3区からのフリーダイヤル）
　☎０557（53）11６3

（ ）

◎	公共施設予約システムは、区のホームページや、区役所、日本橋・月島区民センター
に設置してある利用者端末をご利用ください。
◎	伊豆高原荘をご利用する際に禁煙室を希望される方、高齢者や身体に障害のある方で
２階の部屋を希望される方は、施設に直接ご連絡ください。
◎区内4カ所から「ヴィラ本栖」まで乗り換えなしで行ける便利な直通バスを運行しています。
◎	「ヴィラ本栖」敷地内において、道路整備工事を実施しています。ご利用の皆さんには、
ご不便・ご迷惑をお掛けしますが、ご理解のほど、よろしくお願いします。（工事予定
期間4月13日（金）～7月20日（金））
◎	伊豆高原荘では、伊豆高原駅から施設までどなたでもご利用できる送迎バスを運行し
ています。
◎	詳しくは、区役所・区民センター・区民館などに設置しているパンフレットをご覧い
ただくか、各施設にお問合せください。
逢地域振興課区民施設係　☎（３５４６）５６２３

日　　時
5月10日（木） 11日（金） 15日（火）

午後1時30分～3時

会　　場 日本橋保健センター
5階　料理講習室

中央区保健所
2階　栄養室

月島保健センター
栄養室

対　　象 9～11カ月ごろの
乳児の保護者

5～6カ月ごろの
乳児の保護者

7～8カ月ごろの
乳児の保護者

内　　容
3回食の進め方 1回食の進め方 2回食の進め方
・離乳食の作り方の紹介　　　・試食（保護者のみ）

定　　員 各20名（先着順）
費　　用 無　料
申込方法 4月23日（月）から電話で申込む

申込
（問合せ）先

日本橋保健センター
健康係

☎（3661）5071

中央区保健所
健康推進課
☎（3541）4260

月島保健センター
健康係

☎（5560）0765

離 乳 食 講 習 会

別表
日時 テーマ 内　容 講　師

6月6日（水）
午後6時30分

　～9時

NPO法改正、
新寄付税制が
丸わかり！

NPO法改正、認定NPO法人制
度、新寄付税制の話を交えて、
これからの活動にどのような影
響が出るのかを学ぶ

（特活）シーズ・市民
活動を支える制度を
つくる会常務理事
関口宏聡

				13日（水）
午後6時30分
　～8時30分

NPO会計基準
のポイント①

NPO法人会計の基本的な財務
諸表の意味を押さえた上で、「収
支計算書」から「活動計算書」へ
移行する際にどのような点に気
を付ければよいのか、事例を交
えながらポイントを学ぶ

公認会計士、税理士
矢崎芽生				20日(水）

午後6時30分
　～8時30分

NPO会計基準
のポイント②

◎全3回の講座です。

テレビ広報番組「こんにちは　中央区です」（15分番組）は、東京ベイネットワークのケーブルテレビ９チャンネル（デジアナ変換）または111チャンネル（デジタル）（毎日AM10:00・
PM0:00・PM8:00）、東京ケーブルネットワークのケーブルテレビ５チャンネル（デジアナ変換）または111チャンネル（デジタル）（毎日AM9:30・PM0:00・PM7:30）で放送しています。

保健・医療・福祉
よい歯のすこやか家族表彰
(予備審査)
唖５月７日（月）～14日（月）
娃区内の協力歯科医療機関
亜平成20年４月から平成21年３月ま
での間に生まれた子どもとその同
居の家族
阿歯の健康づくりに努力されている

ご家族を表彰します。
　ご家族の歯の健康づくりに対す
る取り組みとお口の状態を審査し
ます。その結果、優秀なご家族を
表彰するとともに、都が実施する
表彰に推薦します。
◎医療期間に必ず予約の上、審査を
お受けください。
逢日本橋保健センター健康係
　☎（３６６１）５０７１
月島保健センター健康係
　☎（５５６０）０７６５

施　設
４月29日（祝）区役所１階の
窓口（日曜開庁）はお休みします
　毎週日曜日に開庁している区役所
１階の窓口は、４月29日（祝）は日曜
日ですが、祝日にあたるため開庁し
ませんのでご注意ください。
逢区民生活課総合窓口係
☎	(３５４６)５３２１
区民生活課戸籍係
☎	(３５４６)５３１７
保険年金課資格係
☎	(３５４６)５３６２

６月分運動場等抽選申込み
　区立運動場等の体育施設は公共施
設予約システムで施設の抽選・予約
の申込みを受け付けています。
亜「体育施設団体利用登録」をしてい
る団体

［申込期間］
　５月１日(火) ～８日(火)午後９時
30分

［６月の区民優先日］
月島運動場　　３日（日）
晴海運動場　　17日（日）
浜町運動場　　３日（日)
豊海テニス場　３日（日）・17日（日）

姶公共施設予約システムを利用して
申込む。

公共施設予約システム
［利用できる機器］
・インターネットが利用できるパソ
コン・携帯電話など
・区役所、日本橋・月島区民センタ
ーに設置してある利用者端末
逢スポーツ課体育施設係
☎(３５４６）５５２９
茜公共施設予約システム
・パソコン用アドレス
http://yoyaku.city.chuo.lg.jp/web/
・携帯電話用アドレス
http://m-yoyaku.city.chuo.lg.jp/mobile/

豊海テニス場からのお知らせ
　テニス場の利用希望が多いため、
日没時間が遅くなる６・７・８月に
限り、利用時間を延長しています。
唖６月・７月　午後５時～６時30分
８月　午後５時～６時
挨６月・７月　500円
８月　300円
逢豊海テニス場（豊海区民館）
☎(３５３６）４００５
スポーツ課体育施設係
☎(３５４６）５５２９

シニアセンター臨時休館の
お知らせ
　５月６日（日）は館内消毒のため休
館します。
逢シニアセンター
　☎（３５３１）７８１３
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(8)「区のおしらせ　中央」は区役所、特別出張所、区民館などの区施設、コミュニティバス、区内公衆浴場・一部金融機関・百貨店・ファミリーマート（一部
店舗を除く）・東京メトロの駅（銀座・東銀座・日本橋・人形町・茅場町・月島）・文化堂でも配布しています。

　

区
で
は
、「
労
働
ス
ク
エ
ア
東

京
」跡
地（
新
富
一
丁
目
）に
京
橋

図
書
館
を
中
心
と
し
た
再
編
を
行

い
、
文
化
・
生
涯
学
習
・
区
民
活

動
の
拠
点
と
な
る
新
し
い
施
設
を

整
備
す
る
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、施
設
の
基
本
構
想
・

管
理
運
営
基
本
方
針
を
取
り
ま
と

め
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
募
集
し
ま
す
。
い
た
だ
い
た

ご
意
見
は
、
検
討
の
上
、
今
後
の

整
備
計
画
等
に
反
映
し
て
い
き
ま

す
。

意
見
の
提
出
期
限

　

５
月
７
日（
月
）

「
労
働
ス
ク
エ
ア
東
京
」跡
地
複
合

施
設
基
本
構
想
・
管
理
運
営
基
本

方
針
の
閲
覧
場
所

　

区
役
所
二
階
企
画
財
政
課
・
一

階
ま
ご
こ
ろ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
日
本
橋
・
月

島
特
別
出
張
所

◎
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧

で
き
ま
す
。

意
見
の
提
出
方
法

　

住
所
、
氏
名（
団
体
の
場
合
は

団
体
名
と
代
表
者
名
）を
明
記
し
、

区
役
所
二
階
企
画
財
政
課
に
持
参
、

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま

た
は
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
区
民
意
見
提
出

　

環
境
に
配
慮
し
た
経
営
の
促
進

を
図
り
、
事
業
活
動
か
ら
生
じ
る

環
境
負
荷
の
削
減
に
取
り
組
み
、

環
境
経
営
認
証
を
新
規
に
取
得
し

環
境
経
営
認
証
の
取
得

に
か
か
る
費
用
を
助
成
し
ま
す

新
し
い
生
涯
学
習
の

拠
点
施
設
づ
く
り

「
労
働
ス
ク
エ
ア
東
京
」跡

地
複
合
施
設
基
本
構
想
・

管
理
運
営
基
本
方
針

災害時相互援助協定を締結しました
4月5日、中央区と宮城県石巻市は ｢災害時相互援助協
定｣を締結しました。中央区と石巻市は直線距離で約350
㎞離れており、地震災害の影響が相互に及びにくいと考
えられ、双方に港湾施設があることから物資などの海上
輸送も可能であり、実質的な相互支援が期待できます。

別表　対象となる環境経営認証
制度名 概　要

エコアクション21

環境省が中小規模事業者の効
果的・効率的な環境の取り組
みを促進するために策定した
環境経営システム

エコステージ

経営管理システムに「環境」の
視点を導入した、経営とリン
クした環境マネジメントシス
テム

ISO14001

組織活動が環境に及ぼす影響
を最小限にくい止めることを
目的に定められた、環境マネ
ジメントシステムの国際規格

グリーンプリンティング
印刷サービスグリーン基準を
達成した印刷事業所を認定す
る制度

グリーン経営認証
グリーン経営推進マニュアル
に基づく取り組みを行う運送
業者を認証する制度

京き
ょ
う

橋ば
し

の
親お

や

柱ば
し
ら

区
民
有
形
文
化
財 

建
造
物

銀
座
一
丁
目
お
よ
び
京
橋
三

丁
目（
旧
京
橋
橋
詰
）

　

中
央
通
り
と
東
京
高
速
道
路
が

交
差
す
る
場
所
に
は
、
橋
の
欄ら

ん

干か
ん

に
み
ら
れ
る
よ
う
な
太
い
柱
が
三

基
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
親
柱
と
呼

ば
れ
る
こ
の
柱
は
、
か
つ
て
当
地

に「
京
橋
」と
い
う
橋
名
の
橋
が
架

け
ら
れ
て
い
た
時
代
の
遺
構
で
す
。

　

歴
史
を
さ
か
の
ぼ
る
と
、
こ
の

「
京
橋
」は
、
江
戸
時
代
初
期
に
大

川（
隅
田
川
）か
ら
八
丁
堀（
堀
川
）

に
続
く
船
入
堀
と
し
て
開
削
さ
れ

た
京
橋
川
に
架
か
る
橋
で
し
た
。

創
架
年
は
日
本
橋
が
架
橋
さ
れ
た

慶
長
八
年（
一
六
〇
三
）と
ほ
ぼ
同

時
期
と
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
市
中

の
御ご

入い
り

用よ
う

橋ば
し（

幕
府
公
金
に
よ
る

御
用
普
請
・
維
持
管
理
の
橋
）の

中
で
も
、
日
本
橋
・
京
橋
・
新
橋

の
三
橋
は
擬ぎ

宝ぼ

珠し
（
欄
干
柱
頭
部

の
宝ほ

う

珠じ
ゅ

形
装
飾
）が
付
い
た
格
式

高
い
橋
で
し
た
。

　

東
海
道
筋
に
あ
た
る「
京
橋
」の

周
辺
は
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
数

多
く
の
商
人
・
職
人
が
集
住
す
る

町
人
地
で
あ
り
、
京
橋
川
の
水
運

に
よ
る
物
資
集
散
の
地
で
も
あ
り

ま
し
た
。
特
に
、
京
橋
川
沿
い
は

橋
の
東
側
に
竹
河
岸
・
西
側
に
大だ

い

根こ

河
岸
と
呼
ば
れ
た
河
岸
地
が
発

達
し
、
大
正
期
ま
で
存
在
し
て
い

ま
し
た
。

　

当
時
の
様
子
は
、
広
重
の
描
く

「
名
所
江
戸
百
景 

京
橋
竹
か
し
」

や
明
治
期
の『
風
俗
画
報
』な
ど
で

も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

明
治
に
な
る
と
、
木
造
橋
で
あ

っ
た「
京
橋
」は
、
明
治
五
年（
一

八
七
二
）の
銀
座
大
火
を
契
機
に

煉れ
ん

瓦が

造
り
の
西
洋
風
耐
火
建
築
と

な
っ
た
銀
座
の
街
に
合
わ
せ
る
よ

う
に
、
同
八
年
、
石
造
ア
ー
チ
橋

に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
親
柱
の

橋
名（「
京
橋
」や「
き
や
う
は
し
」

の
陰
刻
文
字
）は
、
詩
人
・
佐さ

さ々

木き

支し

陰い
ん

が
手
掛
け
て
い
ま
す
。

　
「
京
橋
」は
そ
の
後
、
明
治
三
十

四
年（
一
九
〇
一
）に
親
柱
・
欄
干

を
転
用
す
る
形
で
鋼
ア
ー
チ
橋
と

な
り
、
大
正
十
一
年（
一
九
二
二
）

に
は
、
橋
を
拡
幅
し
て
ア
ー
ル
・

デ
コ
調（
一
九
二
五
年
に
パ
リ
で

開
催
の「
現
代
装
飾
芸
術
・
産
業

美
術
国
際
博
覧
会
」に
由
来
す
る

直
線
・
流
線
・
幾
何
学
的
模
様
の

様
式
）の
欄
干
や
親
柱
上
部
に
照

明
設
備
を
備
え
る
モ
ダ
ン
な
建
築

デ
ザ
イ
ン
の
橋
へ
と
改
架
し
ま
し

た
。

　

こ
の
橋
は
、
震
災
・
戦
災
に
よ

る
損
傷
個
所
を
修
理
し
な
が
ら
も
、

昭
和
三
十
八
年
か
ら
同
四
十
年
の

京
橋
川
埋
立
工
事
に
伴
う
撤
去
ま

で
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

江
戸
以
来
の
擬
宝
珠
を
か
た
ど

っ
た
明
治（
二
基
）・
大
正
期（
一

基
）の
親
柱
は
、
橋
の
撤
去
後
も

記
念
碑
と
し
て
現
地
に
保
存
さ
れ

て
い
ま
す
。

中
央
区
主
任
文
化
財
調
査
指
導
員 

 

増
山
一
成

チョッと
知っ得

手
続
き
）か
ら
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

※
提
出（
問
合
せ
）先

　

〒
１
０
４
―
８
４
０
４

　

中
央
区
築
地
１
―
１
―
１

　

企
画
財
政
課
企
画
主
査

　

☎（
３
５
４
６
）５
２
１
３

　

℻  （
３
５
４
６
）２
０
９
５

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

rousqu@
city.chuo.lg.jp

「
中
央
区
総
合
交
通
計

画（
案
）」に
つ
い
て

　

本
区
で
は
臨
海
部
を
中
心
に
今

後
も
人
口
増
加
が
予
想
さ
れ
て
お

り
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今

後
の
高
齢
社
会
に
お
け
る
快
適
な

移
動
手
段
の
確
保
や
自
動
車
利
用

の
抑
制
に
よ
る
環
境
負
荷
の
低
減

な
ど
、
新
た
な
交
通
問
題
へ
の
対

応
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
区
で
は

ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と
な
っ
た
総

合
的
な
交
通
計
画
に
つ
い
て
の
検

討
を
進
め
て
お
り
、
今
回
、
計
画

案
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
案
に
つ
い
て
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
い
た

だ
い
た
ご
意
見
は
、検
討
の
上「
中

央
区
総
合
交
通
計
画
」に
反
映
し

て
い
き
ま
す
。

意
見
の
提
出
期
限

　

５
月
11
日（
金
）

計
画
案
の
閲
覧
場
所

　

区
役
所
七
階
環
境
政
策
課
・
一

階
ま
ご
こ
ろ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
日
本
橋
・
月

島
特
別
出
張
所

◎
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧

で
き
ま
す
。

意
見
の
提
出
方
法

　

住
所
、
氏
名（
団
体
の
場
合
は

団
体
名
と
代
表
者
名
）を
明
記
し
、

区
役
所
七
階
環
境
政
策
課
窓
口
に

持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ

ー
ル
ま
た
は
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
区
民

意
見
提
出
手
続
き
）か
ら
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

※
提
出（
問
合
せ
）先

　

〒
１
０
４
―
８
４
０
４

　

中
央
区
築
地
１
―
１
―
１

　

環
境
政
策
課
計
画
調
整
係

☎（
３
５
４
６
）５
４
２
０

℻  （
３
５
４
６
）５
６
３
９

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

kankyo_05@
city.chuo.lg.jp

区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見（
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）を
募
集
し
ま
す

た
事
業
者
の
方
を
対
象
に
、
審
査

お
よ
び
認
証
・
登
録
に
要
し
た
費

用
を
助
成
し
ま
す
。

対　

象

　

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
以
降

に
、
別
表
の
い
ず
れ
か
の
環
境
経

営
認
証
を
取
得
し
た
事
業
所
を
区

内
に
有
す
る
中
小
企
業
な
ど

助
成
額

　

環
境
経
営
認
証
を
新
規
に
取
得

す
る
た
め
に
要
し
た
経
費
の
二
分

の
一

◎
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ
先

　

環
境
政
策
課
温
暖
化
対
策
推
進

係　

☎（
３
５
４
６
）５
４
０
６

▲

明
治（
左
）・
大
正（
右
）の
親
柱




